
【2022 年度/総合基礎科目領域/共通基礎科目群】 

科目名 ナンバリング 区分（必修・選択） 単位数 履修年次 開講学期等 

人権と法  選択 2 1.2 前期 

担当教員 研究室 電子メール ID オフィスアワー 

岡田 大助 講師控室 kyoumu 授業後に質問等受付 

授業の目的・概要 

[目的]人権とは何か、法とは何か、そして人権と法との関係について具体例を用いながら学習すること

により、人権保障の大切さを理解することと、将来的に社会で役立てることができるリーガルマインド

（法的思考力）の素養を身に着けることを目的とする。 

[概要]人権保障の基本を踏まえたうえで、日本国憲法における人権規定を理解し、最後に現代が抱える

人権に関する諸問題をテーマとして扱っていく。 

第 1 回から第 3 回までは人権保障の基本、第 4 回から第 10 回までは日本国憲法における人権規定、第

11 回から第 15 回までは現代が抱える人権に関する諸問題をテーマとする、という構成である。 

必要に応じて、法令の規定、国際法の規定等も参照する。 

Teams を用いた同時双方向型の遠隔授業となる。 

授 業 形 式 ・ 方 法 

□対面授業 
□✓遠隔授業(双方向型) 
□遠隔授業(自主学習) 

□✓講義 □演習 
□実習 □実技 

□✓PBL     □反転授業   □ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ・ﾃﾞｨﾍﾞｰﾄ 
□ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ   □ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ  □実習・ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ 
□その他 （                   ） 

学 習 上 の 助 言 
人権に関する問題は、顕在化しているものもあるが、潜在化しているものもある。普段から新聞、テレ

ビ、そしてインターネット等で情報を受信し、問題の本質について自分で考える習慣をもつこと。 

教 科 書 使用しない。毎回、レジュメ等を配布する。 

参 考 書 授業中に適宜紹介する。 

外 部 教 材 特になし。 

学生が達成すべき行動目標 関連卒業認定・学位授与方針 

①  人権保障の歴史と意義について説明することができる。 HSU(1)、(2) 

②  日本国憲法における人権規定の内容と関連法規について説明することができる。 HSU(4) 

③  日本における人権問題を理解し、解決策を論理的に提示することができる。 HSU(5) 

④  
人権に関する国内法の規定と運用、人権に関する国際法の規定と運用について理解し、

両者の関係について説明することができる。 
HSU(5) 

⑤  国際的視点からも人権問題を発見し、考え方を提示することができる。 HSU(5) 

授  業  計  画 

回 学習内容等 授業の方法 学習課題・学習時間（時間） 

1 講義の概要説明。人権保障を学ぶ意義と法の意義について学習する。 
同時双方向

型授業 
課題を作成・提出する。 4 

2 人権保障の歴史について学習する。 
同時双方向

型授業 
課題を作成・提出する。 4 

3 立憲主義について学習する。 
同時双方向

型授業 
課題を作成・提出する。 4 

4 
日本国憲法の目的と原理、そして個人の尊重と幸福追求権について

学習する。 

同時双方向

型授業 
課題を作成・提出する。 4 

5 日本国憲法における人権の類型について学習する。 
同時双方向

型授業 
課題を作成・提出する。 4 

6 平等権について学習する。 
同時双方向

型授業 
課題を作成・提出する。 4 

7 精神的自由権について学習する。 
同時双方向

型授業 
課題を作成・提出する。 4 

8 身体的自由権について学習する。 
同時双方向

型授業 
課題を作成・提出する。 4 

9 経済的自由権について学習する。 
同時双方向

型授業 
課題を作成・提出する。 4 
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10 社会権について学習する。 
同時双方向

型授業 
課題を作成・提出する。 4 

11 ヘイトスピーチについて学習する。 
同時双方向

型授業、PBL 
課題を作成・提出する。 4 

12 ジェンダーについて学習する。 
同時双方向

型授業、PBL 
課題を作成・提出する。 4 

13 子どもの人権について学習する。 
同時双方向

型授業、PBL 
課題を作成・提出する。 4 

14 外国人の人権について学習する。 
同時双方向

型授業、PBL 
課題を作成・提出する。 4 

15 障がい者の人権について学習する。 
同時双方向

型授業、PBL 
課題を作成・提出する。 4 

試 
定期試験 

下記「達成度評価」「評価のポイント」等を参照すること。 
   

 

達成度評価 

総合評価割合（％） 
試験 レポート 成果発表 ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ その他 合計 

0 60 0 0 40 100 

総
合
力
指
標 

知識・技術力 0 20 0 0 10 30 

思考・推論・創造する力 0 20 0 0 10 30 

協調性・リーダーシップ 0 0 0 0 0 0 

発表・表現伝達する力 0 0 0 0 0 0 

コミュニケーション力 0 0 0 0 0 0 

取組みの姿勢・意欲 0 0 0 0 20 20 

問題を発見・解決する力 0 20 0 0 0 20 

評価のポイント 
フィードバックの方法 

評価方法 行動目標 評価の実施方法と注意点 

レポート 

① ✓ 

学期末レポートは、Teams 上で指示し、指定した期限・条件にて

Teams 上で提出。 

論述式（60 点）。 

試験後に、Teams にてコメン

ト及び評点のポイント等につ

いて期間限定で公開する。 

② ✓ 

③ ✓ 

④ ✓ 

⑤ ✓ 

⑥  

その他 

① ✓ 

毎回後の課題は、指定した期限・条件にて Teams 上で提出。 

論述式または選択式（40 点）。 

終了後に、Teams にてコメン

トないし解答を返信する。 

② ✓ 

③ ✓ 

④ ✓ 

⑤ ✓ 

⑥  

備  考 

他 担 当 教 員 なし。 

教員の実務経験 なし。 

実践的授業の内容 なし。 

そ の 他 

（1）良識をもって授業に臨むこと。 

（2）Teams を用いた同時双方向型遠隔授業となる。 

各種の同時双方向行為があるので、通信容量無制限の Wi-Fi 環境の確保を勧める。 

（3）新型コロナウイルス感染症の状況等により、当初の授業計画、授業形式・方法等を変更する可能性あ

り。その場合は事前に履修者へ伝達する。 

 


